
 

ルーマニア月報 
 

 

 

- 1 - 

 

２０１９年６月号 

本月報はルーマニアの報道をもとに，日本大使館がとりまとめたものです。 

令和元年７月１２日 

在ルーマニア大使館作成 

 

Embassy of Japan in Romania 

http://www.ro.emb-japan.go.jp 

 

主要ニュース 

【内政】 ●憲法改正のための国民投票の実施に向けた動き。大統領宮殿において野党４党が政治的合意書に署名。 

●野党が提出した内閣不信任決議案が否決された。 

●ＰＳＤ党大会が開催され，ダンチラ首相が新党首に選出された。 

【外政】●ルーマニアは、６ヶ月間のＥＵ議長国としての任務を６月で終了した。 

●ヨハニス大統領は、三海協力イニシアティブサミットに出席するため、リュブリャナを訪問した。 

●ハルギタ県のヴァレア・ウズルイにおいて、第一次大戦軍事戦没者墓地を巡り、ハンガリー系少数民

族とルーマニア人の衝突が発生した。 

●ル外務省は、モルドバ共和国新政権を支持する声明を発表した。 

●ヨハニス大統領は、大統領顧問及びチウカ軍統合参謀長と共に、アブドゥルファッターハ・エルシー

シ・エジプト大統領を大統領府にて迎えた。 

●ＥＵ米国司法内務大臣会合が開催され、欧州委員他、バー米司法長官、ペコスケ同国土安全保障省次

官補代行らが出席した。 

【経済】 ●ルーマニアの２０１９年の第１四半期 のＧＤＰ成長率は対前年同期比で＋５．０％（季節調整前），

＋５．１％（季節調整後）であった。 

●２０１９年５月のインフレ率は４．１％であった。統一消費者物価指数（HICP）に基づく年率は4.4％

であり，ＥＵ２８か国中最高水準。 

●２０１９年６月２１日の時点での欧州基金（２０１４～２０２０年）執行率は３０．００％。ＥＵ２

８か国の平均執行率（３３％）から３％下回った。 

●５月２７日－６月７日にかけて，ルーマニア経済・財政状況の分析及び政府関係者との協議のため， 

 ＩＭＦミッションがブカレストを訪問した。 

内政 

■ 憲法改正のための国民投票に向けた動き 

・４日，ヨハニス大統領は，司法を巡る国民投票の結

果を受けて，憲法を改正するための国民投票の実施に

つき，議会政党との個別協議を開始した。協議前後，

各党の反応以下のとおり。 

オルバン国民自由党（ＰＮＬ）党首：憲法改正のイニ

シアチブを支持。 

バルナ・ルーマニア救出同盟（ＵＳＲ）党首：憲法改

正は，有罪判決を受けた者の公職への就任禁止を含む

べき 

ケレメン・ハンガリー人民主同盟（ＵＤＭＲ）党首：

憲法改正の案文はスペシャリストにより作成されるべ

き。緊急政令は，戦争や天災時のみに発出されるべき。 

ダンチラ社会民主党（ＰＳＤ）党首代理：憲法改正の

国民投票が大統領選挙と同時に実施されることは支持

できない。 

タリチャーヌ自由民主主義同盟（ＡＬＤＥ）党首：緊

急政令について違憲裁判を起こす権限の拡大は，行政

権を弱めることに繋がる恐れがある。 

コンスタンティン・プロ・ルーマニア筆頭副党首：国

民投票の結果示された意思に従い，憲法改正には賛成。
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大統領選と同日の実施にも賛成。 

トマク国民の運動党（ＰＭＰ）党首：在外投票が二日

間行われるべき。 

パンブッチャン少数民族グループ代表：緊急政令は，

究極の場合にのみ発出を制限されるべき。 

・１２日，大統領宮殿において，ルーマニアの欧州へ

の道程の強化に関する政治的合意書への署名式が行わ

れ，野党各党党首（オルバンＰＮＬ党首，バルナＵＳ

Ｒ党首，ポンタ・プロ・ルーマニア党首，トマクＰＭ

Ｐ党首）の各党首が合意書に署名を行った。合意書は，

司法を巡る国民投票の結果を法制に反映させること，

ヴェニス委員会，協力・検証メカニズム（ＣＶＭ），

欧州評議会反汚職グループ（ＧＲＥＣＯ）の助言に従

った，緊急政令を含めた司法関連法の見直しについて

言及されている。ヨハニス大統領は，先の欧州議会選

挙において，ルーマニアは欧州のために投票し，司法

に対する攻撃に反対した，ＰＳＤとＡＬＤＥは欧州議

会選挙で制裁を受けた，と述べた。 

・２７日，憲法裁判所は，５月２６日に実施された司

法を巡る国民投票の結果を承認した。大統領府は，憲

法裁判所の決定を歓迎することを表明した。 

 

■ 内閣人事・ＰＳＤ人事 

・3 日，ヴルコフ経済担当首相補佐官が辞任した。ヴ

ルコフ首相補佐官は，ドラグネア前ＰＳＤ党首の右腕

とされていた。トリクレスク税務庁（ＡＮＡＦ）長官，

コテル国立保険機構（ＣＮＡＳ）長官も，ドラグネア

前党首に近い存在だったが，解任された。 

・3 日，ブソイＰＮＬブカレスト支部長等は，ブカレ

ストにおける欧州議会選挙の結果が芳しくなかったこ

とを受けて辞任した。ブカレストの選挙結果は，ＵＳ

Ｒ・ＰＬＵＳが３９．８９％，ＰＳＤ１６．３８％，

ＰＮＬの得票率は１５．４８％であった。 

・７日，ヨハニス大統領は，ダンチラ首相から提案の

あった以下の三人の新大臣の任命をする大統領令に署

名した。また，ヨハニス大統領は，ビルチャル戦略的

パートナーシップ担当副首相の解任に関する大統領令

に署名した。 

（１）アナ・ビルチャル法務大臣 

（２）ロクサナ・ムンザトゥ欧州基金大臣 

（３）ナタリア・イントテロ在外ルーマニア人大臣 

 三人の新閣僚は，１０日，大統領宮殿において宣誓

を行った。 

・１０日，社会民主党（ＰＳＤ）は，ビルチャル法務

大臣を，戦略的パートナーシップ担当副首相代行に推

薦した。 

 

■ 内閣不信任決議案の否決 

・１２日，野党ＰＮＬ，ＵＳＲ，ＵＤＭＲ，ＰＭＰの

四党は共同で，内閣不信任決議案を提出した。プロ・

ルーマニアは，不信任決議に署名はしないものの，決

議案には賛成する意向を示していた。内閣不信任決議

案は，ルーマニアは早急に親ＥＵ内閣を樹立すべき，

また内閣の大臣の人数は現行の２７人ではなく１５人

とすべき，教育，保健，公共投資，ＥＵ基金誘致に力

を入れるべきとしている。また，現行の社会民主党（Ｐ

ＳＤ），自由民主主義同盟（ＡＬＤＥ）内閣は，欧州

議会選挙で数千人の在外有権者が投票できなかったこ

と，司法に対する攻撃，司法及び経済分野における緊

急政令の発出，ヴァレア・ウズルイ墓地を巡る問題等

の責任を取り，退陣すべきと指摘した。 

・１８日，内閣不信任決議案の採決が行われた。採決

に際し，与党社会民主党（ＰＳＤ），自由民主主義同

盟（ＡＬＤＥ）の議員は、棄権した。 

 採決の結果は以下のとおりで，可決のためには３３

票不足する結果となり，不信任決議は否決された。 

 出席議員数：３５９人 

    賛成：２００票 

    反対：７票 

    棄権：３票 

 

■ ＰＳＤ党大会 

・２９日、ＰＳＤの臨時党大会が「サラ・パラトゥル

イ」で開催され、ドラグネア前党首収監等を受けた新

党首他党首脳３名の選出が行われ、投票の結果，ダン

チラ首相（これまで党首代行）が新党首，テオドロヴ

ィッチ公共財務大臣が新党首代行，フィフォル前国防

大臣が新党幹事長に、選出された。党大会には、全国
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のＰＳＤ党組織から約４０００人の代表者が参加した。

選挙の結果等、以下のとおり。 

（１）党首 

ダンチラ首相（当選）：２８２８票 

リヴィウ・プレショイアヌ下院議員：７１５票 

シェルバン・ニコラエ上院議員：３７５票 

エカテリーナ・アンドロネスク教育大臣：５０票 

（２）党首代行 

テオドロヴィッチ公共財務大臣（当選）：２４６３票 

ダニエル・スチウ副首相：１３５８票 

ダニエル・フロレア・ブカレスト第５区長：１２９票 

ソリン・ボタ下院議員：１９票 

（３）幹事長 

ミハイ・フィフォル党全国評議会会長，党報道官（前

国防相）（当選）：２３６６票 

ガブリエル・ペトレア議員：７１７票 

コドリン・シュテファネスク元幹事長：４６６票 

フェリックス・ストロエ元運輸大臣：１８９票 

ロディカ・ナッサル現幹事長代行：７７票 

 

■ 在外投票問題 

・１９日，ヨハニス大統領は，今年予定される大統領

選挙のために，在外投票に関する法整備を議会で早急

に審議すべきと述べた。大統領は，在外投票期間を８

日間に延長する，郵便による投票の拡大，投票所の増

加，投票時間の延長等を提案している。 

・議会は，７月１－５日を特別会期として，在外投票

に関する法律を審議することを決定した。併せて，５

月２６日に実施された司法を巡る国民投票の結果の実

現に向けた議論，次期国立中央銀行総裁についても審

議される。 

 

■ 行政法改正のための緊急政令 

・２５日，政府は行政法を改正する緊急政令を発出し

た。緊急政令は，憲法裁判所の違憲の判決が出ている

地方議会議員や市長への特別年金を保証するもの。こ

の他，大統領は首相から推薦のあった閣僚の指名につ

いて，１０日以内に承認または否認しなくてはいけな

いこと等が規定されている。ヨハニス大統領は，PSD

がいわゆる「地方豪族」のために行政機構をゆがめよ

うとしているとして非難した。 

 

■ 世論調査 

・世論調査機関ＩＭＡＳによる，欧州議会選挙後初の

世論調査結果（ＵＳＲの要請により実施されたもの。

実施期間，対象人数等は不明） 

国民自由党（ＰＮＬ）      ２７．５％ 

社会民主党（ＰＳＤ）      １８．９％ 

ルーマニア救出同盟（ＵＳＲ）  １７．６％ 

プロ・ルーマニア         ９．８％ 

自由民主主義同盟（ＡＬＤＥ）   ８．５％ 

自由統一連携党（ＰＬＵＳ）    ７．６％ 

国民の運動党（ＰＭＰ）      ３．７％ 

ハンガリー人民主同盟（ＵＤＭＲ） ２．５％ 

 

■ その他 

・１２日，ポンタ・プロ・ルーマニア党首は，クレツ

欧州委員が，欧州議員になるために欧州委員の辞表を

ユンカー欧州委員長に提出したことを明らかにした。 

・１９日，チョロシュＰＬＵＳ党首は，欧州議会にお

いてＡＬＤＥグループとフランスの共和国前進グルー

プが形成する Renew Europeグループの代表に選出さ

れた。 

・２０日，米国議会上院外交委員会で，ザッカーマン

次期在ルーマニア米国大使候補のヒアリングが行われ

た。ザッカーマン氏は，ルーマニアは汚職との戦いの

継続，よりよい投資環境，インフラ，保健，教育部門

への投資，行政部門の強化が必要であると述べた。 

・２５日，プロ・ルーマニアから選出されたクレツ欧

州議員（元欧州委員）とトゥドセ欧州議員（元首相）

が，欧州議会の S＆Dグループに参加が認められること

になったと，ポンタ党首が明らかにした。プロ・ルー

マニアは，Renew Europeに所属を希望していたが，グ

ループの代表になったチョロシュ欧州議員が反対して

いた。 

 

外政 

■ 主な要人往来 
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・４日、ブリュッセルを訪問中のダンチラ首相は、ビ

ルチャル司法大臣及び東欧諸国出身の欧州委員と並ん

で、ソンドランド在ＥＵ米国大使主催の夕食会に出席

し、同大使及び、クシュナー米大統領顧問と会談を行

った。 

・５－６日、ヨハニス大統領は、三海協力イニシアテ

ィブサミットに出席するため、リュブリャナを訪問し

た。サミット後、ヨハニス大統領は、今会合の中で、

２０１８年ブカレストで開催された本サミットで決定

された、エネルギーや輸送分野に関する重要事項が改

めて再確認され、機能すべく動いていることに歓迎の

意を表明した。また、引き続き地域協力及び連帯を強

化させていきたい旨を述べた。 

・６日、ペトレスク情報・通信社会大臣は、首相府で

行われたルーマニア・イスラエル間のサイバーセキュ

リティに関する覚書締結の式典にて署名を行った。 

・１９日、ヨハニス大統領は、大統領顧問及びチウカ

軍統合参謀長と共に、アブドゥルファッターハ・エル

シーシ・エジプト大統領を大統領府にて迎えた。会談

では、中東の危機及び両国の周辺地域の安定化、二国

間関係の強化、分野別共同事業の発展、等について話

し合われた。 

・１９日、ブカレストの議会宮殿にて、ＥＵ米国司法

内務大臣会合が開催され、欧州委員他、バー米司法長

官、ペコスケ同国土安全保障省次官補代行らが出席し

た。 

・２０日、シェイク・ムハンマド・ビン・アブドゥル

ラフマン・アール・サーニ・カタール外務大臣が来訪

し、メレシュカーヌ外相と会談を行った。会談後、カ

タール外相は、イランの行動に関して、湾岸地域の安

全保障及び、世界のエネルギー安全保障に深刻に危害

を加えると述べた。また、ダンチラ首相との会談では、

二国間関係について主に話し合われた。 

・２７日、ダンチラ首相は、ルーマニアＥＵ議長国終

了に伴い、ブリュッセルを訪問し、ハーン欧州近隣政

策及び拡大交渉担当欧州委員と会談を行った。会談で

は、主に欧州の拡大政策及び、それに関する最近の動

向について話し合われた。ダンチラ首相は、ルーマニ

アは、引き続きモルドバ共和国の欧州への道のりへの

支持と、二国間関係強化の意思を強調した。 

 

■ 中国関連 

・１１日、メレシュカーヌ外相は、ブカレストで行わ

れた「ＥＵ中国関係の未来：水平線の向こうに」会議

に出席し、ＥＵとアジアの相互接続性はルーマニアの

ＥＵ議長国の優先事項の一つであったと述べた。また、

多国間主義の国際的な推進にとって、中国とＥＵメン

バー国の関係を推進したことは、ルーマニアの貢献で

あった、と述べた。 

 

■ ＥＵ議長国の任期終了 

・４日、ダンチラ首相は、ブリュッセルを訪問し、ユ

ンカー欧州委員会委員長、ティマーマンス同副委員長

と会談を行った。ユンカー委員長はダンチラ首相に対

し、ＥＵ議長国としての素晴らしい活躍に謝意を表明

した。また、両委員長及び副委員長は、ルーマニア政

府の、司法制度に関連した議論の多い改革に関与し続

けず、「協力・検証メカニズム（ＣＶＭ）」の下、改

革進捗の報告と汚職撲滅のため直ちに対話を再開した

経緯に歓迎の意を表明した。 

・６日、ダン内務大臣は、ブリュッセルにおいて、司

法内務大臣理事会に並行して開催された、移民難民問

題に関するＥＵアフリカ会合に出席した。会合後、同

大臣は、移民難民問題は、一国では対処できない、と

述べ、協力体制の重要性を強調した。 

・１９日、ＥＵ米国司法内務大臣会合に出席した、エ

ウロバ司法・消費者・男女平等担当欧州委員は、ルー

マニア内政に言及し、現在ルーマニアは、ＥＵ条約第

７条が適用されるような状況ではないとして、ルーマ

ニアが改革の道に戻っているとの見方を示した。同委

員は、「ダンチラ首相とユンカー欧州委員会委員長と

の間で、有益な会談が行われたことを嬉しく思う。ル

ーマニア政府は、改革路線を私の勧めた正しい方向へ

と引き戻すべく努力した。ルーマニアの幸運を祈る」

と述べた。また、５月２６日に実施された司法に関す

る国民投票を評価する発言を行った。 

・２１日、ブリュッセルでの欧州理事会において、ユ

ンカー欧州委員長及びトゥスク欧州理事会議長が、ヨ
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ハニス大統領とともに共同記者会見を行い、この中で

ルーマニアの議長国の遂行について謝意を表明した。

ユンカー委員長は、「初の議長国として素晴らしい成

果であった」と述べた。また、トゥスク理事会議長は、

「過去１００日間に９０の文書が完結した」と述べ、

国境保全、排出ガス規制、デジタル欧州等を例に挙げ

た。また、首脳会合が行われたシビウで多くの真のヨ

ーロッパ人に出会ったことに非常に感動したとしつつ、

シビウ首脳会合は自らの政治人生の中でも最も印象的

なものの一つである、と述べた。 

・２４日、欧州評議会ヴェニス委員会は、ルーマニア

の司法に関する新たな報告書を発表し、主な推奨事項

として、緊急政令発出の制限等について述べた。 

 

■ シェンゲン関連 

・１９日、ＥＵ米国司法内務大臣会合に出席したアヴ

ラモポウロス欧州委員は、ルーマニアは、凡そ全ての

条件を満たしていることに鑑みて、まもなくシェンゲ

ン協定に加盟することになろうと述べた。他方で、加

盟時期に関して問われると、その日からは遠くは無い

が、まだ幾つかの達成されなければならない技術的か

つ実践的な課題がある、時間の問題では無い、ブルガ

リアとクロアチアも同様である、と述べた。 

 

■ 英国関連 

・６日、ダンチラ首相は、ノーブル在ルーマニア英国

大使と会談を行い、ＥＵ議長国としての観点から、交

渉された合意に基づく英国の秩序あるＥＵ離脱への期

待を表明した。また、会談では、安全保障及び防衛に

関する協力、ルーマニア英国の戦略的パートナーシッ

プの深化と２０１１年版からの更新、両国間の貿易発

展への関心等について話し合われた。 

 

■ 少数民族関係（ハンガリー及びドイツ） 

・６日、中部トランシルバニア地方にあるハルギタ県

のヴァレア・ウズルイ（ハンガリー語話者多数地域）

において、ハンガリー・ルーマニア両国の第一次大戦

軍事戦没者墓地を巡り、ルーマニア民族主義系団体と

ハンガリー系住民との間で衝突が発生した。５日、ハ

ンガリー民族の記念式典のため、同墓地を訪問し献花

を行った、シェムイェーン・ハンガリー民族政策・宗

教政策担当副首相は、「全ての死者は、その民族・宗

教的アイデンティティの象徴の下に眠る権利を有す

る」と述べた。その他、ハンガリー政府からは、ルー

マニアに対して、本件の徹底調査と、信頼できる説明

への期待を表明した。メレシュカーヌ外相は、シーヤ

ールトー・ハンガリー外貿相と電話協議を行った。両

者は、墓地に関する問題の、平和的解決を双方の国防

大臣が求めている旨を確認し合った。６日、フノール・

ハンガリー人民主同盟（ＵＤＭＲ）党首は、本件に関

連して、当国政府は秩序を確保できていないとして、

ダン内務相の解職をダンチラ首相に求めた。また、８

日、アーデル・ハンガリー大統領は、シュムレウ・チ

ウクで開催された聖霊降誕祭に出席した際、上記の出

来事に関して、冒涜的で、法と国際協定に違反した、

深く不道徳的なものである、と発言した。 

・７日、ダンチラ首相は、マイヤー・クロット在ルー

マニアドイツ大使と会談を行い、在ルーマニアドイツ

系少数民族、及び在ドイツのルーマニア民族コミュニ

ティの重要性について話し合った。経済、政治関係に

並んで、少数民族の役割につき焦点の当てられた本会

談後、ダンチラ首相は、在ルーマニアドイツ系少数民

族のための共同委員会の二国間関係強化における重要

性、及びその次回会合が直に行われる旨述べた。 

 

■ モルドバ共和国との関係 

・１０日、メレシュカーヌ外相は、「私の意見では，

モルドバの困難な状況を打開する唯一の方法は、選挙

の実施である」と述べ、早期議会選挙の実施を支持す

る考えを示した。早期選挙実施は、プラホトニュク民

主党党首陣営が希望していた。 

・１１日、ルーマニア外務省は、モルドバ情勢に関す

る声明を発表し、モルドバ議会が選出した新政府を支

持する新たな立場を示した。 

・１４日、大統領府は、アウレスク大統領補佐官(外交

問題担当）、ネクラエスク外務次官（東隣関係担当）

等からなる訪問団をモルドバに派遣し、議会、政治関

係者と協議予定である、と発表した。また、ルーマニ
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アは、改めて平静、秩序、対話と併せ、モルドバ共和

国のヨーロッパの道のりの継続を呼びかけた。 

・２６日、ルーマニア議会は、モルドバの新政府を支

持する議会宣言を採択した。 

 

■ 軍事・安全保障関係 

・１２－１４日、コンスタンツァで「黒海と安全保障

フォーラム２０１９」が開催され、防衛、安全保障、

外交の分野の国際的専門家が参加し、黒海地域の安全

保障上のリスクの分析を行った。 

・２０日、「Saber Guardian 2019」に参加していた米

軍部隊の戦車が、誤ってヤロミツァ県フェテシュティ

の農地に侵入し、農作物にダメージを与える事案が発

生し、翌２１日、米軍が謝罪を表明した。 

・２７日、レシュ国防大臣は、ブリュッセルで行われ

たＮＡＴＯ防衛大臣会合において、黒海地域における

同盟の強化の必要性について発言した。 

 

■ 国連安保理選挙と在イスラエル大使館移転問題 

・７日、ルーマニアは、国連安全保障理事会における、

非常任理事国の席を得ることができなかった（１１１

票獲得のエストニアが当選。ルーマニアは７８票獲

得。）。これに関し、ヨハニス大統領は、ダンチラ首

相の在イスラエル大使館のエルサレム移転発言が原因

で、アラブ諸国からの投票を得られなかったとして、

同首相及びドラグネア元ＰＳＤ首相を批判した。他方、

フィフォルＰＳＤ副党首は、ルーマニア外交における

主たる代表はヨハニス大統領であるとして、この敗北

の原因を非難した。また、１０日、メレシュカーヌ外

務大臣も、今回の敗因は大使館移転発言によるアラブ

諸国からの支持消滅であったと述べた。 

・１９日、シュタイエ・パレスチナ首相は、ルーマニ

アに対して、在イスラエル大使館を移転しないことに

謝意を表明した。 

 

 

経済 

■マクロ経済 

（特に記載のない限り，対前年比又は前年同期比，季節

調整後，出典は国家統計局ＩＮＳ） 

 

【４月分統計】 

（１）鉱工業 

 ３月 ４月 

工業生産高  １．４％ ０．４％ 

工業売上高(名目)  ４．６％ ９．７％ 

工業製品物価指数 ５．３％ ５．６％ 

新規工業受注高(名目)  ２．４％ １３．３％ 

工業売上高（名目）及び新規工業受注高（名目）が加速。 

 

（２）販売 

 ３月 ４月 

小売業売上高 

(自動車・バイクを除く)  
９．２％ ６．８％ 

自動車・バイク売上高 ７．３％ ３．０％ 

小売業売上高 

（ユーロスタット） 

ユーロ圏 

１．９％ 

EU２８か国 

２．９％ 

ユーロ圏 

１．５％ 

EU２８か国 

２．９％ 

小売業売上高（自動車・バイクを除く）及び自動車・バイ

ク売上高が減速。 

なお，４月の小売業売上高（ユーロスタット）対前年同月

比では，スロベニア(＋１２．７％)が最も増加し，次いでリト

アニア（＋１０．２％）、アイルランド（＋１０．１％）。 

 

（３）その他 

建設工事 ３月 ４月 

１８．７％ ２５．５％ 

建設工事が加速。 

 

（４）輸出入 

輸

出 

３月 ４月 

€６１億２,８９０万 

(０．４％) 

€５５億３,２６０万 

(５．７％) 

RON２９１億４,０７０万 

(２．４％） 

RON２６３億２,８９０万 

(８．０％） 

輸 €７３億６,２７０万 €６９億１,５３０万 
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入 （２．７％） （１０．６％） 

RON３５０億７３０万 

(４．８％） 

RON３２９億９２０万 

(１３．０％） 

  

【１月～４月分統計】 

（１） 鉱工業 

 ３月 ４月 

工業生産高  １．２％ １．０％ 

工業売上高(名目)  ６．６％ ７．４％ 

新規工業受注高(名目)  ５．６％ ７．６％ 

新規工業受注高(名目)が加速。 

 

（２）販売 

 ３月 ４月 

小売業売上高 

（自動車・バイクを除く)  
８．５％ ８．０％ 

自動車・バイク売上高 ６．１％ ５．６％ 

 

（３）その他 

建設工事  ３月 ４月 

５．７％ １０．５％ 

建設工事が加速。 

 

（４）輸出入 

輸

出 

３月 ４月 

€１７５億３,２００万 

(３．２％) 

€２３０億６,６３０万 

(３．８％) 

RON８２９億９, ５１０万 

(５．０％） 

RON１,０９３億３,１８０万 

(５．７％） 

輸

入 

€２１１億７,６５０万 

（７．４％） 

€２８１億４３０万 

（８．３％） 

RON１,００２億２,４１０万 

(９．２％） 

RON１,３３１億９,１５０万 

(１０．２％） 

貿

易

収

支 

▲€３６億４,４５０万 ▲€５０億３,８００万 

▲RON１７２億２,９００万 ▲RON２３８億５,９７０万 

 

 【５月分統計】 

・消費者物価指数  

 ４月 ５月 

全体 ４．１１％ ４．１０％ 

食料品価格 ４．９８％ ５．２４％ 

非食料品価格 ３．６６％ ３．２７％ 

サービス価格 ３．８３％ ４．３０％ 

消費者物価指数 

（ユーロスタット） 

ユーロ圏 

１．７％ 

EU２８か国 

１．９％ 

ユーロ圏 

１．２％ 

EU２８か国 

１．６％ 

５月の消費者物価指数（ユーロスタット）対前年同月比で

は，クロアチア（０．２％）、ポルトガル（０．３％）及びギリシ

ャ（０．６％）が最も低い。 

 

■ その他統計 

・６日，EU２８か国の２０１９年第１四半期の GDP 成長率

（季節調整後）は対前期比で＋０．５％，対前年同期比で

＋１．５％であったと発表された。EU２８か国中，対前年

同期比で最も GDP 成長率が高かったのはハンガリー

（＋５．２％）及びルーマニア（＋５．１％）であった。次い

でポーランド（＋４．７％），エストニア（４．６％）であった。

（ユーロスタット) 

・６日，ルーマニアの２０１９年第１四半期のＧＤＰは対前

期比で＋１．３％増加した。２０１９年の第１四半期 のＧ

ＤＰ成長率は対前年同期比で＋５．０％（季節調整前），

＋５．１％（季節調整後）であった。（ＩＮＳ) 

・１２日，ルーマニアの２０１９年５月のインフレ率は４．

１％であったと発表された。統一消費者物価指数（HICP）

に基づく年率は４．４％であった。（ＩＮＳ) 

・１８日，EU２８か国の５月末のインフレ率は１．６％であ

り，４月末の１．９％から０．３％減少し，２０１８年５月の２．

０％からも０．４％減少した。EU２８か国中の最高水準は

ルーマニア（４．４％），ハンガリー（４．０％）及びラトビア

（３．５％）であった。（ユーロスタット) 

 

■ ＩＭＦ、国際機関関係 

・５月２７日－６月７日，リー（Jaewoo Lee）団長率いるＩＭ

Ｆミッションがブカレストを訪問し、６日、ダンチラ首相と会
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談を行った。訪問の目的は、ルーマニアの経済・財政状

況分析及び、政府関係者との協議のため。(６日付アジェ

ルプレス通信) 

 

■ 産業界の動向 

・１日，ユーロスタットによると，２０１７年には、ドイツがタ

バコの最大生産国であり、ＥＵ生産の３１％を占め，約１

５００億本の紙タバコを生産， 次ぐポーランドは同年に 1

１１４０億本（ＥＵ全体の２３％），ルーマニアは３位で７０

０億本（ＥＵ全体の１４％）であった。なお、上記３カ国で、

ＥＵにおけるタバコ総生産量の２/３以上を占める。（プロ

フィット紙) 

・３日，フランス自動車製造者委員会（ＣＣＦＡ）によると，

２０１９年５月におけるフランスでのダチア新規登録台数

は１３，００２台になり，対前年同月比で１．３％減少した。

フランスでのダチアのマーケット・シェアは６．７０％であ

り，前年同月の６．８７％から０．１７％減少した。２０１９

年５月のフランス自動車市場全体は１．２％増加。同年５

月末におけるフランスでのダチア新規登録台数は６万１，

１１９台になり，対前年同期比で０．１％減少した。同年５

月末のフランスでのダチアのマーケット・シェアは６．５

３％であり，前年同期の６．５４％から０．０１％減少した。

２０１９年５月末フランスの自動車市場全体は不変。（ＣＣ

ＦＡ） 

・５日，イギリス自動車製造販売協会（ＳＭＭＴ）によると，

２０１９年５月におけるイギリスでのダチア新規登録台数

は２，６４７台になり，前年同月の２，５１６台と比較して５．

２１％増加した。２０１９年５月のイギリスでのダチアのマ

ーケット・シェアは１．４４％であり，前年５月の１．３１％

から０．１３％増加した。２０１９年５月末におけるイギリス

でのダチア新規登録台数は１５，６３３台になり，対前年

同期比の１１，６１７台と比べれば３４．５７％増加した。５

月末のイギリスでのダチアのマーケット・シェアは１．４

９％であり，前年同期の１．０８％から０．４１％増加した。

（ＳＭＭＴ） 

・１０日，ルーマニア運転免許証・自動車登録局（ＤＲＰＣＩ

Ｖ）によると，２０１９年５月の新車登録台数は１７，７９８

台に達し，対前年同月比で１３．０６％増加した。（ＤＲＰＣ

ＩＶ） 

・１８日，欧州自動車工業会（ＡＣＥＡ）によると、５月にヨ

ーロッパでのダチア自動車新規登録台数は５７，３９８台

となり，対前年同月比で８．１％増加した。１～５月末に

おけるヨーロッパでのダチア自動車新規登録台数は２５

３，１２４台となり，対前年同期比で１２．１％増加した。

（ＡＣＥＡ） 

・２５日，ルーマニア自動車生産者輸入業者協会(ＡＰＩＡ)

によると，２０１９年５月末の車両販売台数は７８，４８６台

で，対前年同期比で１１．６％増加した。５月末のメーカ

ー別自動車販売は１位がダチア(２０，８８８台，市場シェ

ア：３１．２％，対前年同月比で＋８．７％)で，次いで

Renault（６，２５９台，市場シェア：９．３％，対前年同月比

で＋４３．３％)，Volkswagen（６，０３１台，市場シェア：９．

０％，対前年同月比で＋２．１％)，Skoda（５，３９０台，市

場シェア：８．０％，対前年同月比で－２．５％），Ford (４，

２８５台，市場シェア：６．４％，対前年同月比で＋１３．

７％)であった。（ＡＰＩＡ） 

 

■ 公共政策 

・欧州基金省は，２１日時点でのルーマニアの欧州基金

（２０１４～２０２０年）執行率を３０．００％と発表した。ＥＵ

２８か国平均執行率（３３％）から３％下回った。(欧州基

金省) 

 

■ 財政政策 

・３日，公共財務省は，２０１９年４月末のルーマニアの財

政収支は約１１４億１，１４０万レイ，対ＧＤＰ比で１．１

１％の赤字であったと発表。２０１８年４月末の財政収支

は約６０億５，４６０万レイ，対ＧＤＰ比で０．６５％の赤字

であった。(公共財務省) 

 

■ 金融等 

・３日，５月末の外貨準備高は３２８億３，４００万ユーロ

（４月末の３３６億９，０００万ユーロから減少），金準備高

は１０３．７トンで不変。(ＢＮＲ) 

・１３日，２０１９年４月末の経常収支等について、以下の

とおり発表された。 

（１） 経常収支は２３億６００万ユーロの赤字。なお，２０

１８年４月末には１６億６，５００万ユーロの赤字であっ
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た。 

（２）外国直接投資 (ＦＤＩ) は，１３億２，３００万ユーロ。

なお、２０１８年４月末には１５億９，２００万ユーロであっ

た。 

（３）中長期対外債務は，２０１８年末から２．８％増加し，

６９８億６，４００万ユーロ (対外債務全体の６７．８％) 。 

（４）短期対外債務は，２０１８年末から５．６％増加して，

３３２億１，８００万ユーロ (対外債務全体の３２．２％) 。

(ＢＮＲ) 

 

■労働・年金問題等 

・４日，２０１９年４月末の失業率(季節調整後)は２０１８年

３月末から０．１％ポイント増加し，４．０％であったと発

表された。(ＩＮＳ) 

・７日，２０１９年４月の平均給与(グロス)は，５，１０５レイ

(約１，０７５ユーロ)で，対前月比で１．１％増加，平均給

与(手取り) は３，１１５レイ (約６５５ユーロ) で，対前月

比で１．３％増加した。なお，平均給与(手取り)が最も高

かった業種は，プログラミング，コンサルティング及び関

連分野(７，１９２レイ，約１，５１４ユーロ)で，反対に最も

低かったのは衣服の製造業(１，７８５レイ，約３７５ユー

ロ)であった。 (為替レートは１ユーロ＝４．７５レイ)(ＩＮＳ) 

・１７日，２０１９年第１四半期の１時間あたり平均賃金（ま

たは人件費）は，ユーロ圏で前年同期比＋２．４％，ＥＵ

２８か国で２．６％増加した。なお，最も高かったのは，ル

ーマニア（＋１６．３％）及びリトアニア（＋１２．９％）。低

下したのはギリシャ（－０．２％）のみであった。(ユーロ

スタット) 

・２７日，国家雇用庁（ＡＮＯＦＭ）は，２０１９年５月の失業

率は、２．９２％となったと発表した（同年４月から０．０

８％減少，２０１８年５月から０．５７％減少。）。（ＡＮＯＦ

Ｍ） 

 

■ 格付（２０１９年５月９日付） 

Ｆｉｔｃｈ 外貨建長期(国債) ＢＢＢ－（安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ（安定的） 

 

Ｓ＆Ｐ 外貨建長期     ＢＢＢ－（安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ－（安定的） 

 

ＪＣＲ  外貨建長期     ＢＢＢ（安定的) 

自国通貨建長期  ＢＢＢ＋（安定的） 

（内はアウトルック） 

 

我が国との関係 

・７日、野田在ルーマニア日本国大使主催の「令和レ

セプション」を公邸で開催し、ビルチャル副首相、イ

リエ友好議連副会長（議会担当相）をはじめとして、

当地の文化関係者、経済関係者、在留邦人等と共に新

時代「令和」の始まりをお祝いした。 

・１４―２３日、シビウ国際演劇祭が開催され、３つ

の日本の劇団によって５つの公演が行われた。野田在

ルーマニア日本国大使も各劇団の公演に出席し、花束

の贈呈を行った。 

・２４－２５日、イルホフ県マグレレにある、ＥＬＩ

－ＮＰ（ Extreme Light Infrastructure-Nuclear 

Physics）研究所にて、大阪大学事務所開設を祝う式典

が開催された。野田在ルーマニア日本国大使も招待さ

れ出席し、祝辞を述べた。 

 


